
：タネまき
：生育期
：収穫期
：適宜播種可能

適期表記号説明

【摘みとり種】

【株張り種】

作型 月

ベタ

ベタ

潅水

露
　
地

乾燥しないよう、たっぷり潅水してから
まくことが重要です。シュンギクの種子
は硬く吸水しにくい性質をもっていま
す。一昼夜水に浸すと水がまっ茶色に
なり、発芽抑制物質が除去され発芽が
よくなります。
種子の発芽はやや好光性であるので、
播種後の覆土は薄めとします。乾燥防
止に稲ワラやベタがけ資材などを被覆
するとよいでしょう。また、高温期には
地温の上昇を防ぎます。

播種直後に害虫の被
害を防止するために
防虫ネットをトンネ
ル全体に覆うとよい
でしょう
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潅水
収穫した摘みとり種

5～8日

株張り種は最終株間１０㎝程度、摘みとり
種は最終株間１５～２０㎝程度に間引きし
ます。丸葉系大葉シュンギク「菊之助」で
は、株間４～５㎝程度で密植し、草丈１０
～１２㎝程度で収穫するベビーリーフ栽
培もおすすめです。苦味が少なく、葉も
肉厚なのでサラダやしゃぶしゃぶなどに
利用できます。

［炭そ病］
糸状菌（カビ）の一種。高温多湿条件で、春・
秋に発生しやすくなります。葉・葉柄・茎に発
生し、はじめは淡褐色の小さな病斑ですが
、どんどん病斑が大きくなると暗褐色の不
整円形になります。空気伝染するので発生
したら直ちに農薬散布をし、早期防除に努
めます。
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